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年
末
を
迎
え
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
多
忙
の
こ

と
と
拝
察
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
月
、
12
月
23
日
を
も
ち
ま
し
て
、
任
期
満
了
と
な
り
、

関
川
村
長
を
退
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
２
０
０
１
年
12

月
24
日
以
来
、
４
期
16
年
間
、
た
い
へ
ん
お
世
話
様
に
な
り

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
就
任
当
初
の
頃
、
国
は
市
町
村
合
併
を
す
す
め
て
お
り
、

特
に
新
潟
県
は
積
極
的
に
こ
れ
を
推
進
し
て
い
ま
し
た
。
私

は
、
国
が
示
し
て
お
り
ま
す
合
併
の
構
図
を
村
民
の
皆
さ
ん

に
説
明
し
て
ま
わ
り
ま
し
た
。
地
域
ご
と
に
、
あ
る
い
は
村

内
の
組
織
ご
と
に
、
議
会
や
区
長
の
皆
さ
ま
に
も
、
ご
意
見

を
う
け
た
ま
わ
り
ま
し
た
。
国
が
示
し
た
合
併
の
構
図
の
、

そ
の
先
が
な
か
な
か
見
え
ま
せ
ん
。
私
は
、
２
０
０
３
年
３

月
10
日
の
定
例
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
市
町
村
合
併
に
は
参

加
し
な
い
こ
と
を
申
し
あ
げ
ま
し
た
。
以
来
、
関
川
村
は
自

立
の
道
を
選
び
、﹁
小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
光
る
村
﹂
を
め
ざ

し
て
進
ん
で
き
ま
し
た
。﹁
自
立
の
村
だ
か
ら
﹂
を
合
言
葉
に
、

村
民
の
皆
さ
ま
が
、
ご
理
解
さ
れ
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し

て
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
た

く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。﹁
自
立
﹂
の
評
価
は
ま
だ
わ
か

り
ま
せ
ん
。
後
世
の
方
々
が
、
ご
判
断
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ

う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
自
立
の
村
を
応
援
し
た
い
、
と
い
う
こ
と
で
来
村
し

た
学
生
団
体
が
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
協
会
︵
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ

Ａ
︶
で
す
。
２
０
０
４
年
以
来
、
関
東
関
西
数
十
大
学
、
延

２
８
２
２
名
の
数
に
の
ぼ
り
ま
す
。
２
０
１
４
年
に
は
協
定

を
締
結
し
、
村
と
学
生
と
の
つ
な
が
り
を
﹁
永
遠
﹂
の
も
の

と
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
ご
ろ
は
、
地
域
や
村
民
の
方
々
と

の
交
流
が
深
ま
り
ま
し
た
。
村
の
宝
に
な
れ
ば
と
念
願
し
て

い
ま
す
。

　
保
育
園
、
小
中
学
校
の
統
合
を
先
輩
の
方
々
の
構
想
の
と

お
り
に
実
現
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
あ
た
ら
れ

た
先
人
の
方
々
の
ご
努
力
や
地
域
の
方
々
の
深
い
ご
理
解
が

す
で
に
な
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
て
、
感
謝
を
い

た
し
て
お
り
ま
す
。﹁
村
を
思
う
﹂
若
い
人
々
が
育
っ
て
ゆ
く

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
に
お
き
ま
し
て
、
村
と
し
て
主
導
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

実
現
半
ば
の
懸
案
も
あ
り
ま
す
。
地
域
の
問
題
な
ど
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
可
能
な
か
ぎ
り

努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ふ
り
か
え
っ
て
み
ま
す
と
、
私
は
、
お
お
ぜ
い
の
皆
さ
ま

の
お
力
の
お
か
げ
で
、
村
政
と
い
う
重
大
な
任
務
を
遂
行
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
村
議
会
の
皆
さ
ま
を

は
じ
め
、
区
長
、
行
政
の
委
員
、
各
組
織
や
団
体
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
や
地
域
な
ど
の
皆
さ
ま
に
、
い
つ
も
ご
指
導
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
感
謝
を
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
庁
内
で
は
、
副
村
長
を
は
じ
め
全
職
員
が
、
行
政
経
験

の
な
い
私
を
支
え
て
い
た
だ
き
心
強
い
限
り
で
し
た
。

　
村
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
未
熟
な
私
を
、
ご

理
解
し
ご
支
援
く
だ
さ
い
ま
し
た
こ
と
あ
り
が
た
く
お
礼
申

し
あ
げ
ま
す
。
あ
と
１
ヶ
月
ほ
ど
で
す
が
、
全
力
疾
走
で
次

の
お
方
に
タ
ス
キ
を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。
村
民
の
皆
さ
ま

の
ご
繁
栄
と
関
川
村
の
発
展
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　
平
田
村
長
の
任
期
満
了
日
に
合
わ
せ
、
12
月
23
日
を
も
っ
て
任

期
途
中
で
は
あ
り
ま
す
が
副
村
長
を
辞
職
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
職
員
と
し
て
税
務
、
会
計
、
企
画
財
政
、
農
林
な
ど
の
分

野
で
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
管
理
職
と
し
て
は
昭
和
63

年
か
ら
企
画
財
政
課
長
と
農
林
課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長
を

経
て
、
故
鈴
木
久
司
村
長
時
代
の
平
成
９
年
４
月
か
ら
は
特
別
職

の
収
入
役
に
選
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。
平
成
15
年
４
月
１
日
以
来
、

平
田
大
六
村
長
の
も
と
で
助
役
・
副
村
長
を
14
年
９
カ
月
と
い
う

長
い
間
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
も
と
よ
り
浅
学
菲
才
の

私
で
あ
り
ま
す
が
、
村
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
指
導
を

い
た
だ
い
て
職
務
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
、
深
く
感
謝

を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
い
ま
我
が
国
は
、
世
界
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
急
激
な
少
子

高
齢
化
の
進
行
、
そ
れ
に
伴
う
地
方
の
衰
退
と
い
っ
た
極
め
て
厳

し
い
局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。
平
成
の
合
併
に
加
わ
っ
た
か
加
わ

ら
な
い
か
に
関
わ
り
な
く
、
首
都
圏
や
地
方
大
都
市
を
除
き
、
市

町
村
は
等
し
く
税
収
・
地
方
交
付
税
と
い
っ
た
主
要
な
歳
入
が
年

々
減
少
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
果
た
し
て
現

在
の
行
政
水
準
が
維
持
で
き
る
の
か
と
い
う
不
安
も
あ
り
、
今
ま

で
以
上
に
経
費
の
節
減
、
併
せ
て
新
た
な
財
源
の
確
保
が
重
要
で

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
関
川
村
な
ら
村
民
の
皆
様
の
理
解
と
支
援

が
得
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
き
っ
と
乗
り
切
れ
る
も
の
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

　
退
職
後
は
、
一
村
民
と
し
て
、
ま
た
地
域
の
一
員
と
し
て
、
健

康
を
維
持
し
、
生
き
甲
斐
を
見
つ
け
て
生
き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
引
き
続
き
ご
指
導
を
お
願
い
し
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

村
長
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

副
村
長
退
任
の

　
　
　

ご
あ
い
さ
つ
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　任期満了に伴う、関川村長選挙が12

月12日（火）告示、12月17日（日）投票の

日程で行われます。

投票できる方

　今回の選挙で村内の投票所で投票で

きるのは、満18歳以上（平成11年12月

18日以前生まれ）の方です。

　詳しくは、一覧表（投票条件など）を

ご確認ください。

投票入場券

　各世帯にハガキで郵送されます。世

帯主名で郵送されて行きますので必ず

開封してください。

　開封していただくと最大６人分の

「投票所入場券」個人情報が記載され

ていますので各自切り離して、投票所

へお持ちください。

※期日前投票も同様となります。

期日前投票

　投票日前でも本人が直接、投票箱に

投票できる制度です。

期日前投票できるのは

　投票日に仕事や冠婚葬祭の予定のあ

る方、レジャーや買い物で投票区外に

出かける方など

期　間　12月13日（水）〜12月16日（土）

時　間　８時30分〜20時

会　場　関川村役場３階 大会議室

その他　可能なかぎり入場券（ハガキ）

　をご持参ください。印鑑は不要です。

　期日前投票宣誓書の該当する事由に

　○をつけるだけです。

選挙公報

　候補者の氏名・経歴・政見などを掲

載したものです。

　配布は、12月14日（木）以降の予定です。

不在者投票

不在者投票ができるのは

　入院中、施設入所中、遠方で就労中

などの理由で投票所へ行けない方

期　間　12月13日（水）〜12月16日（土）

★仕事や旅行先などの他市町村での
　不在者投票

　関川村の選挙人名簿に登録されてい

て、他市町村に仕事や旅行などで滞在

している方は、滞在先の市区町村役場

で不在者投票をすることができます。

投票用紙の請求は、村選挙管理委員会

にお願いします。

★病院・施設などでの不在者投票

　県選挙管理委員会から指定を受けて

いる病院や特別養護老人ホームなどの

施設では、施設内で不在者投票をする

ことができます。詳しくは、病院など

に問い合わせください。

★郵便等による不在者投票

　一定基準（重度の身体障害者の方や

要介護の方など）を満たしている方に

限りますが、郵便での投票も可能です。

※手続きには時間を要しますのでお早
　めに申請ください。

  問い合わせ　

　 関川村選挙管理委員会（総務課内）
　 ☎64−1446

関 川 村 長 選 挙
投票日は１２月１７日（日）　投票時間は７時～１８時まで
期日前投票は１２月１３日（水）～１２月１６日（土）　８時30分～20時まで

投票場所について

一 覧 表（投票条件など）

投票区

第１投票区

第２投票区

第３投票区

第４投票区

投票所

関川村役場

村民会館
(図書室側入り口)

上土沢集落
センター
七ケ谷地区
ふるさと会館

対象地区

下関／辰田新／打上／勝蔵
／南赤谷／内須川

上関／下川口／荒川台／高
瀬／沢／湯沢

山本／幾地／鍬江沢／上土
沢／下土沢／大島

蔵田島／久保／鮖谷／金俣
／大石／安角／上川口

投票区

第５投票区

第６投票区

第７投票区

第８投票区

第９投票区

投票所

はなみの里

金丸集落
開発センター
川北ふれあい
自然の家

女川地区
ふるさと会館

田麦千刈
生活改善センター

対象地区

大内渕／片貝／聞出／沼

金丸／八ツ口

松平／滝原／上野山／小見／小見前
新田／平内新／高田／桂／松ヶ丘

上野原／深沢／上野新／若山／
上野／小和田／中束／蕨野／上
新保／蛇喰／南中／宮前／朴坂

田麦千刈

※12月17日（日）
　７時～18時

投票できる

方の条件

期日前投票

・

不在者投票

開票事務

転　　入

期　　間

時　　間

会　　場

期日前
投票

不在者
投票

満18歳以上の方（平成11年12月18日以前生まれ）ですが、最近、転
入等をした方は、投票の方法が決まっています。詳しくはお問い合
せください。

◆◆◆　最近、転入した方の投票方法　◆◆◆

と　き　12月17日（日）20時〜　　ところ　役場３階大会議室
開票状況は、21時ころから広報無線でお知らせします

▼平成29年９月11日(月)以前に他市区町村から転入し、
　引き続き村内に住所を有する方…関川村で投票

12月13日（水）〜12月16日（土）

８時30分〜20時

役場３階 大会議室

※可能なかぎり入場券（ハガキ）をご持参ください

※閉庁日や17時15分以降は通用口からお入りください

※エレベーターをお気軽にご利用ください

※郵便等投票の交付請求期限は12月13日（水）ですので、
　お早目に手続きしてください

そ

の

他
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村職員の給与・人数などを公表します村職員の給与・人数などを公表します
　村職員の給与や職員数などについて、村民の皆さんに知ってい

ただくため「関川村人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」

に基づいて公表します。
問い合わせ先
　総務課総務班　☎64−1476

１．人件費の状況（平成28年度普通会計決算）

※普通会計には、水道職員などの公営企業にかかる経費は含まれていません。

２．職員給与費の状況（平成28年度普通会計決算）

３．職員の給料などについて

※1．職員手当には退職手当を含みません。
　2．職員数は平成28年４月１日現在の水道職員などの公営企業を除いた人数です。

※経験年数とは、採用前に民間企業での勤務経験などがある場合にはその期間を換算し、採用後の年数に加算した年数をいいます。

※年次有給休暇は、年ごとに20日付与され（途中採用者を除く。）、20日を越えない範
　囲内の残日数は、翌年に繰り越すことができる。（上記の全期間を在職した一般職員）

（１）平均給料月額（それぞれ当該年の４月１日現在）

４．職員の勤務条件の状況
年次有給休暇の取得状況（平成28年１月１日から平成28年12月31日まで）

（３）学歴や経験年数の違いによる平均給料月額

（２）特別職の報酬等の状況（平成29年４月１日現在）

（４）初任給（平成29年４月１日現在）

住民基本台帳人口
（H29.1 .1現在） 歳出額（Ａ）

職員数（Ａ）

区分

区　　分
10年以上
15年未満

15年以上
20年未満

20年以上
25年未満

25年以上
30年未満

30年以上
35年未満 35年以上

経験年数

一般行政職

平均年齢

高校卒

大学卒 400,200円

390,200円

284,000円

−

365,700円

272,600円

361,400円

338,000円

277,300円

324,400円

297,200円

243,700円

295,600円

262,400円

−

257,900円

221,500円

−技能労務職

一　般

行政職

区　分 関川村

大学卒 178,200円
平均取得日数

9.8

消化率

25.0％
146,100円

143,500円

高校卒

高校卒技能労務職

一　般

行政職

平均給料月額

技能労務職 区　分

給

料

報

酬

月　　額 期末手当

平均年齢 平均給料月額

Ｈ29 41.0歳 293,000円

5,904人

97人 323,951千円 41,538千円 122,063千円 487,554千円 5,026千円

4,757,675千円 742,612千円 15.6％ 15.0％

53.3歳 277,100円

Ｈ28 40.2歳 287,400円 53.0歳 274,700円

村　長 630,000円

（28年度 支給割合）
3.25月分

副村長 520,000円

教育長 480,000円

議　長 255,000円

副議長 188,000円

議　員 168,000円

一人当たり給与費
（Ｂ）／（Ａ）給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

給　　　与　　　費

人件費（Ｂ）
人件費率

（Ｂ）/（Ａ）
（参考）

前年度の人件費率

村職員の給与・人数などを公表します

Ｈ29
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８．部門別職員数の状況

６．職員手当の状況
（１）扶養手当など

７．職員研修の状況（H28年度実績）

（２）時間外勤務手当

（２）部門別職員数の状況

（１）年齢別職員構成の状況

区分

扶
養
手
当

住
居
手
当

通
勤
手
当

期
末
・
勤
勉
手
当

退

職

手

当

管
理
職
手
当

内　　　　容

配偶者　　　　　　　　　　　　　　　　　13,000円
その他　　　　　　　　　　　　　　　　 各6,500円
子（16歳年度初め〜22歳年度末）　　　 加算5,000円

借家　月額12,000円を超える家賃を支払っている
　　　職員に対し、家賃の額に応じて　最高27,000円

通勤距離が２㎞以上である職員に支給
・交通機関利用者
　　　負担している運賃額に応じて　　最高55,000円
・交通用具使用者
　　　通勤距離に応じて　 2,000円から最高24,500円

平成28年度支給割合
　　　　　　　　　 期末手当　　　　 勤勉手当
　　６月期　　　　1.225月分　　　　0.800月分
　　12月期　　　　1.375月分　　　　0.900月分
　　　計　　　　　　2.6月分　　　　　1.70月分
職制上の段階・職務の級などによる加算措置あり

（支給率）H28年度　 自己都合　 　　勧奨・定年
　　勤続20年　　　　20.445月分　　　25.55625月分
　　勤続25年　　　　29.145月分　　　34.5825月分
　　勤続35年　　　　41.325月分　　　49.59月分
　　最高限度額　　　49.59月分　　　 49.59月分
・その他の加算措置
　　定年前早期退職特例措置（２％〜20％加算）
　　（退職時特別昇給なし）

管理職に対して職務の級等に応じて定額を支給
　　課長・局長　　　　　　38,800円
　　参事　　　　　　　　　31,000円

平成28年度

平成27年度

支給実績

職員１人当たり
平均支給年額

支給実績

職員１人当たり
平均支給年額

1,801万2千円

17万5千円

1,362万2千円

13万8千円

研　修　名 受講者数

村の観光客動向と村自然環境管
理公社売上向上策について

木質バイオマス発電について
食の月間とメンタルヘルス

自治体情報システム強靭性
向上に向けたセキュリティ対策

災害/その時の村職員の対応は

人権・同和教育講演会
小規模多機能自治の取組について

『答えは、地域にある〜地方公務員・
寺本英仁〜』DVD鑑賞

豪雨と災害について

『明治の旅行家 イザべラ・バード』
DVD鑑賞

県立坂町病院ナイトスクール

『関川村について感じるところ』
　関川小・中学校長

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

52

52

43

32

40

41

41

32

42

38

35

43

Ｈ29.4.1

区　分

Ｈ24.4.1

0

20
歳
未
満

0

3

20
〜
23
歳

6

16

24
〜
27
歳

7

9

28
〜
31
歳

6

7

32
〜
35
歳

17

13

36
〜
39
歳

16

22

40
〜
43
歳

10

11

44
〜
47
歳

8

9

48
〜
51
歳

9

7

52
〜
55
歳

16

15

56
〜
59
歳

13

1

60
歳
以
上

0

113

計

108

５．一般行政職の職員数の状況

※保育・技能労務職員などは含まれていません。

区 　 分

代表的な職名

職 員 数

構 成 比

５級

課長・局長・参事

６人

8.96％

４級

主　幹

７人

10.45%

６級

課長・局長

４人

5.97%

３級

主査・副主幹

29人

43.28%

２級

主　任

５人

7.46%

１級

主事・主事補

16人

23.88%

計

67人

100％

一
　
般
　
行
　
政

合　　計

部門
区分 職員数

差引 主な増減理由
Ｈ29

特
別
行
政

公
営
企
業
等

議　　会 2 0

総務企画 22 0

税　　務 7 0

農林水産 11 0

商　　工 3 0

土　　木 5 0

民　　生 23 0

衛　　生 9 △1

小　　計 82 △1

教　　育 15 1

その他減1

その他増1

その他減1

消　　防 0 0

小　　計 15 1

病　　院 4 0

水　　道 1 0

下 水 道 1 0

そ の 他 10 △1

小　　計 16 △1

113

2

22

7

11

3

5

23

10

83

14

0

14

4

1

1

11

17

114

Ｈ28

△1

　給与の概要は平成29年４月１日現在の
「給与実態調査」などによるものです。
　なお、詳しくは村のホームページにも
掲載する予定です。

http://www.vill.sekikawa.niigata.jp/

10

5

0

15

20

25

Ｈ29.4.1

Ｈ24.4.1

年齢別職員構成比

60
歳
以
上

56
〜
59
歳

52
〜
55
歳

48
〜
51
歳

44
〜
47
歳

40
〜
43
歳

36
〜
39
歳

32
〜
35
歳

28
〜
31
歳

24
〜
27
歳

20
〜
23
歳

20
歳
未
満
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10
月
中
旬
か
ら
11
月
中
旬
に
か

け
て
︻
ま
る
ご
と
柿
し
ご
と
︼
柿

も
ぎ
か
ら
加
工
ま
で
ま
る
ご
と
体

験
す
る
、
柿
の
学
び
を
深
め
る
旅

と
い
う
体
験
付
き
宿
泊
プ
ラ
ン
の

モ
ニ
タ
ー
企
画
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
こ
ち
ら
に
移
住
し
て
く
る
前

か
ら
﹁
関
川
村
は
柿
の
木
が
た
く

さ
ん
あ
る
け
ど
収
穫
し
な
い
の
か

な
？
も
っ
た
い
な
い
な
あ
﹂
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
肥
料
を
与
え
な

く
て
も
た
わ
わ
に
実
る
柿
を
利
用

し
な
い
手
は
な
い
と
思
い
、
柿
が

な
か
な
か
手
に
入
ら
な
い
都
市
部

の
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
柿
収
穫

体
験
や
干
し
柿
作
り
体
験
、
柿
酢

や
柿
酵
母
仕
込
み
、
柿
の
料
理
教

室
な
ど
柿
の
こ
と
が
幅
広
く
学
べ

て
、
温
泉
に
入
っ
て
ゆ
っ
く
り
で

き
る
企
画
を
考
え
ま
し
た
。

 

　
新
潟
県
内
か
ら
幅
広
い
年
齢
層

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

収
穫
体
験
が
し
た
か
っ
た
と
い
う

方
や
、
毎
年
干
し
柿
を
作
っ
て
い

る
が
カ
ビ
が
付
い
て
失
敗
す
る
こ

と
が
多
く
、
成
功
の
コ
ツ
を
知
り

た
い
と
い
う
方
、
柿
酢
や
柿
酵
母

の
こ
と
が
知
り
た
い
と
い
う
方
ま

で
目
的
も
様
々
で
す
。

 

　
干
し
て
１
週
間
の
干
し
柿
を
試

食
し
て
み
ま
し
た
。
渋
は
し
っ
か

り
抜
け
て
中
は
と
ろ
っ
と
し
て
と

て
も
贅
沢
な
味
で
し
た
。
体
験
は

毎
週
行
わ
れ
た
の
で
１
週
間
ご
と

の
変
化
も
興
味
深
い
で
す
。

 

　
渡
邉
邸
に
は
皮
が
黒
い
柿
も
あ

り
ま
す
。
た
い
へ
ん
珍
し
い
柿
に

参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
興
味
津
々

で
し
た
。

活動通信
地域おこし協力隊

№8
齋 藤 知 幸

ち　　 ゆき

▶
干
し
柿
作
り
を
体
験

▶
渡
邉
邸
の
囲
炉
裏
を
囲
ん
で

　
柿
の
こ
と
を
勉
強

▶
自
分
で
作
ら
な
い
と
味
わ
え

　
な
い
干
し
柿

　
村
民
会
館
近
く
の
上
関
地
内
に

建
設
を
進
め
て
い
ま
し
た
関
川
村

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
、
こ
の
度

完
成
し
、
12
月
１
日
に
竣
工
式
を

行
い
ま
し
た
。

　
名
称
は
、
安
心
し
て
、
生
き
生

き
と
暮
ら
せ
る
福
祉
の
村
を
イ
メ

ー
ジ
し
て
、
関
川
村
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
﹁
関
川
い
き
い
き
ほ
〜
む
﹂

と
し
ま
し
た
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
務
所

移
転
に
つ
き
ま
し
て
、
左
記
の

と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
移
転
先
で
の
業
務
開
始
日

　
12
月
４
日
　
月
曜
日

●
移
転
後
の
住
所
・
電
話
番
号

　
新
住
所

　
　
大
字
上
関
５
２
２
‐
３
８

　
電
話
番
号︵
変
更
な
し
︶

　
　
　
　
　
６
４
︱
０
１
１
１

関
川
村
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
関
川
い
き
い
き
ほ
〜
む
完
成

●構造・規模
　　木造平屋建て　　　　　370.16㎡
　　鉄骨プレハブ車庫　90.38㎡（5台）
　　駐車場　　　　　　　　　　31台

●事業費
　　建築本体・電気設備・機械設備など
　　　　　　　　　 1億3,172万1千円

●財源内訳
　　一般財源　　　　　　22,721千円
　　地方債　　　　　　　95,000千円
　　負担金　　　　　　　14,000千円
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後期高齢者医療制度に関する問い合わせ先　住民福祉課福祉保険班　☎6 4－ 1 4 7 1

Vol .18　医療費と介護保険サービス利用料が高額になったとき
（高額介護合算療養費の支給）

　１年間の医療費と介護保険サービス利用料の自己負担額を合計した金額が、定められた限

度額を超えた場合は、その超えた分が『高額介護合算療養費』として支給されます。

　支給の対象となる方には、広域連合から支給申請案内を送付しています。

　★高額介護合算療養費は、支払った自己負担額の割合で、後期高齢者医療制度と介護保険

　　制度、それぞれの保険者から支払われます。

　★対象期間は、毎年８月１日から翌年７月31日までの１年間です。

自己負担限度額

平成28年８月１日〜

平成29年７月31日

67万円

56万円

31万円

19万円

所得区分

現役並み所得者

一　般

住民税

非課税世帯

区分Ⅱ

区分Ⅰ

★注意！

　対象期間の途中に、後期高齢者医療制度に新たに加入した方（75歳になるなど）が同一世帯にいる

場合は、申請手続きのご案内が、広域連合から発送できないことがあります。支給対象になると思わ

れる場合には、下記までお問い合わせください。

★高額療養費や高額介護サービ

　ス費として払い戻された額は

　含みません。

★所得区分は、基準日（平成29

　年７月31日もしくは、資格喪

　失日の前日）所得に応じて適

　用されます。

★同一世帯であっても、後期高齢者医療

　制度の被保険者以外の家族の自己負担

　額を合計することはできません。また、

　食事代や居住費などは含みません。

★世帯の総支給額が500円以下の場合に

　は支給されません。

自己負担限度額（年額）

支給対象者について

　同一世帯の後期高齢者医療制度の被保険者で、

対象期間内に次の①と②の条件を、どちらも満た

す場合に、支給の対象となります。

世帯で「医療費」と「介護保険

サービス利用料」の両方で自己

負担がある。

①の自己負担額の合計が、下表

の自己負担限度額を超える。

①

②
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　11月３日、第45回村民駅伝競走大会が開催され、16チームから160人のランナーが地域の期待を背負
って、力強い走りでタスキをつなぎました。この日は晴天に恵まれ、沿道には大勢の家族や友人がつめ
かけ、頑張る選手に声援を送っていました。
　大会は、区間賞を８人出した川北Ａチームが３区からトップを譲らず、２位に３分59秒の大差をつけ
優勝を飾りました。チーム記録も１時間51分15秒の好タイムとなりました。優勝した川北Ａチームの田
村弥一監督（高田）は、「昨年、10連覇を逃した悔しさが選手たちにはあった。春先から個人練習を始め
ていた選手もいて、去年の悔しさが良い結果をもたらしたと思う。チーム記録も１時間52分前後と考え
ていたが、良い意味で想定外でした」と話してくれ、表情は喜びにあふれていました。

１区（2.7㎞）　　須貝　　裕（川北Ａ・高田）　　９分26秒

２区（4.3㎞）　　渡邉　勇和（上関Ａ・上関）　　13分07秒　※区間新

３区（3.1㎞）　　須貝　太陽（川北Ａ・高田）　　10分15秒

４区（1.7㎞）　　須貝　克幸（川北Ａ・高田）　　５分33秒　※区間新

５区（2.1㎞）　　平田　　光（川北Ａ・小見）　　７分21秒

６区（3.8㎞）　　平田　達哉（川北Ａ・平内新）　13分00秒

７区（3.5㎞）　　髙橋　礼人（下関Ａ・下関）　　11分55秒

８区（4.6㎞）　　須貝　秀之（川北Ａ・高田）　　16分25秒

９区（2.9㎞）　　石井　仁平（川北Ａ・滝原）　　10分53秒

10区（3.3㎞）　　須貝　隆平（川北Ａ・高田）　　11分34秒

１位　川北Ａ　　１時間51分15秒

２位　下関Ａ　　１時間55分14秒

３位　上関Ａ　　１時間55分59秒

４位　霧出Ａ　　２時間01分19秒

５位　女川　　　２時間05分20秒

６位　四ケ字Ａ　２時間06分03秒

７位　川北Ｂ　　２時間06分29秒

８位　七ケ谷Ａ　２時間08分01秒

９位　下関Ｂ　　２時間09分47秒

10位　湯沢　　　２時間12分10秒

11位　九ケ谷　　２時間14分25秒

12位　霧出Ｂ　　２時間15分54秒

13位　上関Ｂ　　２時間23分10秒

14位　下関Ｃ　　２時間27分46秒

15位　七ケ谷Ｂ　２時間29分47秒

16位　四ケ字Ｂ　２時間42分54秒

チーム記録

区間記録賞

　該当する選手を村教育委員

会が表彰しました。

　受賞者は次のとおり。

　　　　　　　　　＊敬称略

◆通算30回出場選手
　五十嵐　　　肇（上川口）

　須　貝　隆　平（高田）

◆通算20回出場選手
　平　田　友　一（上土沢）

　石　山　真太郎（下川口）

◆通算10回出場選手
　小　嶋　裕　也（上土沢）

　佐　藤　未来也（大島）

　田　村　　　充（上土沢）

　大　島　竜　也（上野新）

　平　田　孝　英（小見）

連続・通算出場表彰者
＊敬称略

川北Ａチームが1位返り咲き！

第45回 村民駅伝競走大会
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全
国
等
大
会
入
賞
・
出
場
選
手

︱ 

陸
上
競
技 

︱

▽
渡
邉
　
椿
樹

　
　
︵
下
関
・
関
川
小
学
校
６
年
︶

＊
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会
１
０
０

　
ｍ
準
決
勝
進
出

︱ 

ラ
イ
フ
ル
射
撃 

︱

▽
近
　
　
健
太

︵
辰
田
新
・
関
川
中
学
校
２
年
︶

＊
第
３
回
全
日
本
中
学
生
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競

　
技
選
手
権
大
会
39
位

北
信
越
大
会
入
賞
・
出
場
選
手

︱ 

陸
上
競
技 

︱

▽
船
山
　
勝
雄

　
　
︵
勝
蔵
・
農
業
︶

＊
第
34
回
北
陸
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
選
手

　
権
大
会
75
歳
以
上
４
０
０
ｍ
優
勝

︱ 

柔
道 

︱

▽

橋
　
　
郁

　
　
︵
下
関
・
新
発
田
農
業
高
校
２
年
︶

＊
第
58
回
北
信
越
高
等
学
校
柔
道
大
会
団
体

　
戦
出
場

▽
須
貝
花
菜
子

　
　
︵
高
田
・
関
川
中
学
校
３
年
︶

＊
第
38
回
北
信
越
中
学
校
総
合
体
育
大
会
団

　
体
戦
出
場

▽

橋
　
葉
菜

　
　
︵
大
石
・
関
川
中
学
校
２
年
︶

＊
第
38
回
北
信
越
中
学
校
総
合
体
育
大
会
団

　
体
戦
出
場
・
個
人
戦
52
㎏
級
出
場

▽
小
池
　
優
佳

　
　
︵
下
関
・
関
川
中
学
校
２
年
︶

＊
第
38
回
北
信
越
中
学
校
総
合
体
育
大
会
団

　
体
戦
出
場
・
個
人
戦
70
㎏
級
５
位

▽
渡
邉
　
蒼
菜

　
　
︵
上
関
・
関
川
中
学
校
２
年
︶

＊
第
38
回
北
信
越
中
学
校
総
合
体
育
大
会
団

　
体
戦
出
場

―
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
―

▽
河
内
　
駿
輝

　
　
︵
沢
・
関
川
小
学
校
６
年
︶

▽
大
島
　
遼
空

　
　
︵
上
野
新
・
関
川
小
学
校
６
年
︶

▽
石
井
侑
里
奈

　
　
︵
下
関
・
関
川
小
学
校
６
年
︶

▽
須
貝
奈
々
帆

　
　
︵
大
島
・
関
川
小
学
校
６
年
︶

▽
木
島
　
遥
風

　
　
︵
沢
・
関
川
小
学
校
５
年
︶

▽
平
田
　
絢
心

　
　
︵
上
関
・
関
川
小
学
校
５
年
︶

＊
第
24
回
北
信
越
小
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選

　
手
権
大
会
出
場

―
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
―

▽
伊
藤
　
　
領

　
　
︵
辰
田
新
・
開
志
国
際
高
校
３
年
︶

＊
平
成
29
年
度
北
信
越
高
等
学
校
体
育
大
会

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
会
出
場

県
大
会
入
賞
選
手

―
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
―

▽
齋
藤
　
大
和

　
　
︵
下
関
・
村
上
高
等
学
校
３
年
︶

▽
駒
沢
　
大
珠

　
　
︵
鍬
江
沢
・
村
上
高
等
学
校
２
年
︶

▽
駒
沢
　
　
陸

　
　
︵
鍬
江
沢
・
村
上
高
等
学
校
２
年
︶

＊
第
71
回
近
県
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権

　
大
会
第
３
位

平成29年度

関川村体育協会
優秀選手表彰

11月３日
＊成績は主なもの
　順不同・敬称略

︱ 

陸
上
競
技 

︱

▽
岡
田
　
玲
那

　
　
︵
下
関
・
関
川
小
学
校
３
年
︶

＊
平
成
29
年
度
第
７
回
新
潟
県
小
学
生
陸
上

　
競
技
選
手
権
大
会
共
通
３
・
４
年
女
子
８

　
０
０
ｍ
優
勝

―
柔
道
―

▽
須
貝
　
怜
矢

　
　
︵
高
田
・
関
川
小
学
校
５
年
︶

＊
全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会
県
予
選
個

　
人
戦
45
㎏
級
第
３
位



10広報せきかわ　2017・12月号

　関川村森林組合では、昨年のチェーンソーの目

立て（刃を研ぐこと）講習会に引き続き、実際に

伐採作業を行う間伐講習会を開催しました。

　講師の村上地域振興局林業振興課富樫林業普及

指導員が「間伐には山の手入れと収入という側面

があり、最終的な森林の姿へ近づけるためのとて

も大切な作業である」と間伐の必要性を説明し、

間伐の種類や目安、山の見方の講義を行いました。

　現地では、参加者が実際に選木作業を行い、樹

高や木と木の距離を測り、密度などを考えながら

伐木する木に目印をつけていきました。最後には

森林組合職員の指導で、実際にチェーンソーによ

る伐木を行いました。

　参加者の橋信一さん（大石）は、「今まではも

ったいなくて、曲がっていたりするのばかりを選

木していた。山の姿を考え、良い木を育てて、山

を守っていきたい」と話していました。

　﹁
農
業
高
校
の
甲
子
園
﹂
と
呼

ば
れ
、
生
徒
た
ち
が
知
識
や
技
能

を
競
う
﹁
第
68
回
日
本
学
校
農
業

ク
ラ
ブ
全
国
大
会
﹂
が
10
月
25
、

26
日
に
岡
山
県
で
開
催
さ
れ
、
新

発
田
農
業
高
校
３
年
鈴
木
海
心
さ

ん
︵
下
関
︶
が
農
業
鑑
定
競
技
会

の
農
業
分
野
で
全
国
１
位
と
な
る

最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
農
業
鑑
定
競
技
会
と
は
、
日
頃

学
習
で
得
た
農
業
に
関
す
る
知
識

や
技
術
の
成
果
を
、
鑑
定
、
判
定
、

診
断
、
審
査
技
術
に
わ
た
り
、
そ

の
実
力
を
競
い
合
い
ま
す
。
出
題

数
は
40
問
で
、
農
業
生
物
、
種
子
、

肥
料
、
機
械
機
具
な
ど
を
20
秒
ま

た
は
40
秒
と
い
う
わ
ず
か
な
時
間

で
鑑
定
、
判
定
し
、
そ
の
正
答
率

を
競
い
ま
す
。

　
農
業
が
楽
し
い
と
い
う
鈴
木
さ

ん
は
、
県
大
会
を
終
え
て
か
ら
１

日
も
休
ま
ず
勉
強
を
つ
づ
け
ま
し

た
。
そ
の
努
力
が
実
を
結
び
、
初

出
場
の
全
国
大
会
で
、
最
優
秀
賞

と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

鈴
木
さ
ん
は
﹁
全
国
の
舞
台
と
雰

囲
気
に
緊
張
で
手
が
震
え
た
け
ど
、

仲
間
と
や
れ
る
こ
と
は
精
一
杯
や

っ
て
き
た
と
い
う
自
信
が
あ
っ
た
。

名
前
を
呼
ば
れ
て
ス
ク
リ
ー
ン
に

映
し
出
さ
れ
た
時
は
、
嬉
し
く
て

興
奮
し
て
声
が
出
た
。
こ
れ
か
ら

も
ま
だ
知
ら
な
い
新
し
い
農
業
を

た
く
さ
ん
学
ん
で
、
目
標
に
向
か

っ
て
い
き
た
い
﹂
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　
卒
業
後
は
、
す
で
に
農
業
大
学

校
に
進
学
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て

お
り
、
将
来
、
関
川
村
で
農
業
法

人
を
立
ち
上
げ
る
と
い
う
目
標
に

向
か
っ
て
、
さ
ら
に
農
業
を
極
め

ま
す
。

〜 
鈴
木
海
心
さ
ん
︵
下
関
︶
が
全
国
大
会
最
優
秀
賞 

〜

農
業
高
校
の
甲
子
園
で
日
本
一
！

　11月７日、昨年からホタルの生態について学習

を続けている関川小学校の４年生が、ホタルの里

として有名な村上市河内集落にホタル学習会に出

かけました。河内集落は、源氏ボタルの発光パタ

ーンとして区分される東日本型（遅い）と西日本型

（速い）の両方みられる場所として有名です。

　この日は、県のホタル保護指導員の中村則彦さ

んや河内集落の斎藤区長さん、地域おこし協力隊

の太田嘉和さんがホタルの生態や環境づくり、魅

力について教えてくれました。

　中村保護指導員から、「今まで、発光パターンの

境界は、糸魚川静岡フォッサマグナと言われてい

たが、調べると荒川沿いが境界ということがわか

ってきた」と説明を受けると児童は驚いている様

子でした。学習を終えた佐藤伶音さん（中束）は、

「ホタルの住んでいる場所で、光り方が違うこと

が不思議に思った」と、さらなる学習動機が芽生

えていました。

発光パターンの境界は荒川沿い！
〜 関川小4年生ホタル学習会 〜

生きる環境を守る大切な森林
〜10月28日 森林組合間伐講習会〜

▶
最
優
秀
賞
が
発
表
さ
れ
、
ス
ク
リ
ー

　
ン
に
映
し
だ
さ
れ
る
鈴
木
さ
ん

か
い

と
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　この度、長年にわたり食生活改善推進員とし

て、健康づくりの普及向上に積極的に取り組ん

だとして、伊東ヤイ子さんに新潟県知事から県

知事表彰が贈られました。

　表彰式は、11月１日、県食生活改善推進委員

協議会創立50周年記念大会で行われ、県内から

76人、１団体が表彰され、県知事表彰には３名

が選ばれました。

　伊東さんは、「この賞が受賞できたのも、現在

活動している会員や長年活動してきてくださっ

た先輩会員のおかげだと思います。県内の会員

のみなさんとも、おつき合いが出来たことは勉

強になりました。50周年という記念大会で表彰

していただき、本当にうれしく思っています。

今後も村民の皆さんの食生活の改善を支援して

いきたいです」と受賞の喜びを話してくれまし

た。

　11月13日、認知症の方を介護する大変さや認知症

に向き合う不安などを正しく理解してもらおうと、

「認知症の人と家族の会新潟県支部」の等々力務副

代表を講師に招き、の〜むで研修会を開催しました。

会場には、認知症について学ぼうと120人を超える

参加者が集まりました。

　研修会では、在宅介護のポイントや地域全体で支

えることの大切さなど、介護家族のエピソードを交

えて分かりやすい説明がありました。認知症の人へ

の関わり方では、優しさをシャワーのように注ぐ接

し方が大切で、“よく話を聞く、積極的に笑顔で話し

かける、一緒に笑う、よく褒める、優しく触れる、

自分が大切に思われていることを相手に伝わるよう

にする”の優しさシャワーにより、不安な気持ちや

寂しさの解消につながると話していました。

　参加した男性は、「大変参考になった。取り組むに

は難しいと思うこともあったが、もっと勉強したい

と思った」と話していました。

優しさシャワーをそそぐ！ 新潟県知事表彰を受賞
伊 東 ヤイ子 さん（下関）

　
11
月
３
日
、
全
国
高
等
学
校
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
優
勝
大
会

︵
通
称
ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
︶
新

潟
県
予
選
決
勝
戦
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
18
歳
以
下
日
本
代
表
に
も
選

出
さ
れ
て
い
る
開
志
国
際
高
校
３

年
の
伊
藤
領
さ
ん
︵
辰
田
新
︶
が

出
場
し
、
36
得
点
を
あ
げ
る
大
活

躍
を
み
せ
ま
し
た
が
、
帝
京
長
岡

高
校
に
１
点
及
ば
ず
67—

68
で
敗

れ
、
全
国
大
会
出
場
は
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
会
場
の
新
潟
東
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
は
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
ベ

ス
ト
４
の
帝
京
長
岡
高
校
の
出
場

に
全
国
レ
ベ
ル
の
試
合
を
み
よ
う

と
満
席
と
な
り
ま
し
た
。

　
試
合
は
、
リ
ー
ド
を
し
て
迎
え

た
第
２
Ｑ
︵
ク
ォ
ー
タ
ー
︶
に
、

伊
藤
選
手
が
左
足
首
の
ケ
ガ
で
交

代
す
る
と
、
チ
ー
ム
は
逆
転
を
許

し
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
第
３

Ｑ
、
コ
ー
ト
に
戻
っ
た
伊
藤
選
手

は
、
立
て
続
け
に
得
点
を
あ
げ
、

ブ
ロ
ッ
ク
シ
ョ
ッ
ト
に
ア
シ
ス
ト

と
会
場
の
視
線
を
釘
付
け
に
し
ま

す
。
１
点
ビ
ハ
イ
ン
ド
の
第
４
Ｑ

残
り
0.4
秒
、
開
志
国
際
高
校
ボ
ー

ル
と
な
り
、
１
プ
レ
イ
に
逆
転
が

期
待
さ
れ
ま
し
た
が
、
シ
ュ
ー
ト

は
決
ま
ら
ず
、
タ
イ
ム
ア
ッ
プ
と

な
り
ま
し
た
。

　
伊
藤
領
さ
ん
は
、﹁
今
回
は
、
残

念
な
結
果
で
し
た
が
大
学
で
は
こ

の
経
験
を
活
か
し
て
が
ん
ば
り
た

い
で
す
﹂
と
次
の
舞
台
で
の
抱
負

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

18
歳
以
下
日
本
代
表
　
伊

藤

　
領
選
手

１
点
差
に
涙
！
ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
出
場
を
逃
す

認知症研修会

▲帝京長岡高校との決勝戦でジャンプ
　シュートを決める伊藤領さん

れ
い
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の
味
覚
を
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お
も
て
な
し
の
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業
ま
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り
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10
月
29
日
、
村
の
農
林
物
産
を

集
め
た
﹁
関
川
村
農
林
業
ま
つ
り
﹂

が
、
ふ
れ
あ
い
ど
〜
む
を
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
で
は
、
関
川
産
の
新
鮮

な
野
菜
や
山
菜
、
き
の
こ
な
ど
秋

の
味
覚
が
ず
ら
り
。
雨
が
降
る
悪

天
候
の
中
で
し
た
が
、
昨
年
に
引

き
続
き
、
関
川
中
学
校
の
生
徒
た

ち
が
学
校
田
で
収
穫
し
た
も
ち
米

販
売
や
も
ち
米
の
お
も
て
な
し
料

理
で
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
、
約
４

千
人
の
人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

毎
年
訪
れ
て
い
る
女
性
は
﹁
中
学

生
の
も
ち
米
を
楽
し
み
に
し
て
い

た
の
。
今
年
も
10
㎏
購
入
出
来
て

良
か
っ
た
﹂
と
笑
顔
で
買
い
物
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
長
い
行
列
で
人
気
を
集
め
た
の

が
、
つ
き
た
て
の
杵
つ
き
も
ち
や

ジ
ャ
ン
ボ
鍋
で
作
る
豚
汁
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
配
布
。
も
ち
つ
き
を
体

験
し
た
小
学
２
年
生
の
板
越
惺
也

く
ん
︵
下
関
︶
は
、﹁
は
じ
め
て
杵

を
持
ち
上
げ
た
け
ど
、
す
ご
く
重

か
っ
た
。
つ
き
た
て
は
お
い
し
か

っ
た
﹂
と
話
し
て
く
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
鮭
つ
か
み
ど
り
大

会
や
福
引
き
、
景
品
ゲ
ー
ム
大
会

も
行
わ
れ
、
訪
れ
た
皆
さ
ん
は
秋

の
イ
ベ
ン
ト
を
満
喫
し
て
い
ま
し

た
。

　
県
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
重
点
施
策
と
し
て
、﹁
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
や
誇
り
﹂
を
醸

成
し
、﹁
自
分
の
将
来
を
設
計
し
、
自
立
し
て
生
き
て
い
く
力
﹂
を
育
成
す
る
こ
と
を
め
ざ

し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
﹁
夢
創
造
、
ナ
ビ
ゲ
ー
シ

ョ
ン
サ
ミ
ッ
ト
﹂
が
10
月
24
日
、
県
自
治
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
関
川
中
学
校
の
各

学
年
委
員
と
２
年
生
が
参
加
し
、
関
川
村
長
も
加
わ
り
、
中
学
生
が
描
く
村
の
未
来
に
つ

い
て
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
丸
い
大
き
な
用
紙
を
囲
み
、
自
分
た
ち
の
意
見
を
書
き
込
み

な
が
ら
、
村
の
良
さ
を
認
識
し
た
う
え
で
、
課
題
を
出
し
合
い
、
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

を
話
し
合
い
ま
し
た
。﹁
豊
か
な
自
然
を
活
か
し
て
、
農
業
高
校
を
作
る
﹂﹁
村
の
魅
力
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
空
き
家
を
利
用
し
た
お
試
し
居
住
を
行
う
﹂﹁
イ
ン
ス
タ
映
え
す
る

ス
ポ
ッ
ト
を
つ
く
る
﹂﹁
学
習
に
力
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
活
か
し
て
、
小
学
１
年
生
か

ら
の
英
語
教
育
を
行
な
う
﹂﹁
サ
ル
を
飼
育
す
る
﹂﹁
カ
モ
シ
カ
の
現
れ
る
村
と
し
て
Ｐ
Ｒ

す
る
﹂
な
ど
、
中
学
生
な
ら
で
は
の
柔
軟
な
発
想
に
よ
る
意
見
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
自

分
た
ち
が
住
む
関
川
村
の
未
来
の
姿
を
描
き
、
村
長
に
提
案
す
る
貴
重
な
時
間
を
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。

中学生が描く、私たちのまちの未来
～夢創造、ナビゲーションサミットに参加～

秋
の
味
覚
を
堪
能
！

お
も
て
な
し
の
農
林
業
ま
つ
り

▷
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を

　
発
表

▷
サ
ミ
ッ
ト
を
盛
り
上
げ
た
大
し
た
も
ん

　
蛇
の
小
大
蛇
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学校 お知らせからのからの

今月は関川小学校からの紹介

　10月16日（月）に、「全校地域探検」を行いまし

た。今年度から峠シリーズと銘打ち、第１弾の鷹

巣峠越えに挑戦しました。その後、吊り橋を渡っ

て鷹の巣キャンプ場で昼食をとり、トンボ池、雲

母を歩いて帰校しました。

　峠の道は前日までの雨により、ぬかるんだ所も

ありましたが、16名のボランティアの方とともに、

青空班ごとに励まし合って歩いたり、楽しくお弁

当を食べたりと、仲良く活動する子どもたちの姿

がたくさん見られました。

　とても有意義な１日となりました。

　11月10日（金）に、３名の歯科衛生士さんと住民

福祉課の川村保健師さんをお招きし、お口の健康

教室を行いました。

　毎年、１・３・５年生を対象としたこの活動は、

歯をいつまでも大切にする意識を高め、正しいブ

ラッシングを身に付けることをねらいとしていま

す。

　染め出し薬を使って、歯の磨き残しがたくさん

あると分かった児童は、「今日からていねいに磨

きます」と誓いを新たにしていました。

楽しかったよ！全校地域探検

　11月15日、村上税務署並びに村上税務署管内税

務団体連絡協議会の共催による納税表彰式が村上

市民ふれあいセンターで行われました。中学生の

「税についての作文」部門では、関川中学校の新

野友梨さん（３年・南赤谷）が関川村長賞を受賞

しました。

　新野さんは、税金が身の回りのことや東日本大

震災などの災害復興に役立っていて、自分たちに

とって必要不可欠なものであることを知り、働い

てくれている大人に感謝して過ごしたいと発表し

ました。

関川中３年新 野 友 梨さん

「税についての作文」表彰を受賞

　第67回新潟県競書大会の入選作品が発表され、

関川小４年の船山優心さん（勝蔵）の作品が準特

選に選ばれました。受賞おめでとうございます。

　◆主　催　新潟県書道教育研究会

　◆応募数　県内の小・中学校、高校から

　　　　　　15,551点（小学校10,061点

　　　　　　中学校1,332点　高校4,158点）

お口の健康教室を行いました！

準

特

選

第67回 競書大会入選作品
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健康せきかわ21健康せきかわ21健康せきかわ21

　忘年会やクリスマス、新年会と食べたり飲んだりする機会が多い年末年始は、１年のうちで暴飲

暴食が心配な時期です。また寒いとつい運動量も減りがちで、「年末年始太り」になってしまうこ

とも多いようです。新年を迎え、体調を良好に保つためには、いつも以上に食生活に気を使い、意

識して体を動かすことが大切です。

１．食べ過ぎに注意

　お正月は食事の量や回数が増え、食べ過ぎにつながりやすいので注意しましょう。

　☆たくさん作りすぎない

　　　料理をまとめて作ってしまうと、傷まないうちに消費しようとし

　　てついつい食べ過ぎてしまいます。１回の食事に必要な量だけ作る

　　ようにすることがコツです。

　☆必ず食卓で食事をする

　　　ソファーやベッドなどで食べてしまうと間食の癖がついてしまい

　　ます。また姿勢が悪い状態での食事になることから、満足感が得ら

　　れないことに加え、消化・吸収も悪くなってしまいます。

　☆自分の量を取り分けてから食べる

　　　大皿に料理を盛って各自で取り分けて食べるようにしてしまうと、自分がどのくらいの量を食べた

　　のか把握できなくなるのであまりお勧めできません。自分が食べる量だけ最初にお皿に取り分け、目

　　に見える形にしていただくことが、食べ過ぎ防止につながります。

　☆よく噛んで食べる

　　食欲を抑えてくれる物質が脳内から分泌されることにより、食べ過ぎを防ぎます。

２．栄養と時間のバランスを心がける

　　食事は１日３食が基本です。栄養バランスのとれた食事を３食同じくらいの量、規則正しくとってい

　ただくことが大切です。まとめ食いや大食いは身体に大きな負担をかけてしまうので控えるようにしま

　しょう。

３．野菜を十分に摂りましょう

　　野菜は毎食とりたいものです。野菜に多く含まれる食物繊維は、

　食後血糖値が急激に上がり、血管が傷つくのを抑えてくれます。

　　おせちなどの正月料理だけでは、特に緑黄色野菜が不足するの

　で、お浸しや煮物、サラダなどを１品加えましょう。

　　生野菜が沢山食べられないというときには、火を通して加熱す

　ることでたっぷり食べることができます。

年末年始の食生活
〜 ここがポイント 年末年始太り撃退法 〜
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い
よ
い
よ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
シ
ー
ズ
ン
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
は
？

新
潟
県
立
坂
町
病
院
内
科
　
黒

川

　

允

　
年
末
に
入
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
度
は
坂
町
病
院
・
村
上
総
合
病

院
で
多
く
の
患
者
・
医
療
ス
タ
ッ
フ

が
感
染
し
、
極
め
て
大
変
な
状
況
で

し
た
。﹁
せ
っ
か
く
ワ
ク
チ
ン
を
打
っ

た
の
に
﹂、
さ
ら
に
は
﹁
打
っ
て
も
感

染
し
た
か
ら
、
も
う
ワ
ク
チ
ン
な
ん

か
嫌
だ
﹂
と
い
う
お
考
え
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
私
は
そ
う
は
思

い
ま
せ
ん
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
効

果
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
大
雑
把
に

い
う
と
﹁
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
の
有
効
率
は
約
60
％
﹂
と
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
意

味
で
し
ょ
う
か
？

　
多
く
の
皆
様
は
﹁
１
０
０
人
ワ
ク

チ
ン
を
打
つ
と
60
人
が
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
感
染
を
し
な
い
﹂
と
考
え
ら
れ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
実
は

違
い
ま
す
。

　
こ
の
場
合
の
有
効
率
と
は
﹁
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
受
け
ず
に
発
症
し
た
患

者
の
う
ち
、
接
種
を
受
け
れ
ば
発
症

を
免
れ
た
﹂
確
率
を
指
し
ま
す
。

　
具
体
例
を
挙
げ
ま
し
ょ
う
。
図
に

も
示
し
ま
す
が
、
１
０
０
人
の
グ
ル

ー
プ
を
２
つ
作
り
、
片
方
の
グ
ル
ー

プ
を
﹁
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

を
受
け
た
グ
ル
ー
プ
﹂、
も
う
片
方
の

グ
ル
ー
プ
を
﹁
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
を
受
け
な
か
っ
た
グ
ル
ー
プ
﹂

に
分
け
ま
す
。
そ
の
後
、
ワ
ク
チ
ン

を
受
け
た
の
に
残
念
な
が
ら
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
を
発
症
し
た
患
者
が
10
人
、

ワ
ク
チ
ン
を
受
け
な
か
っ
た
グ
ル
ー

プ
は
25
人
い
た
と
し
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
場
合
、﹁
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
た

グ
ル
ー
プ
は
25—

10
＝
15
人
が
発
症

を
免
れ
た
﹂、
言
い
方
を
変
え
る
と
、

﹁
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
ず
に
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
を
発
症
し
た
患
者
25
人
の
う

ち
、
15
人
は
ワ
ク
チ
ン
を
打
て
ば
発

症
し
な
か
っ
た
﹂
と
考
え
、
こ
の
比

率
15
÷
25
×
１
０
０
＝
60
％
を
有
効

率
と
い
う
の
で
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
ワ
ク
チ
ン
を
打

て
ば
絶
対
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染

を
発
症
し
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
し
、
ワ
ク
チ
ン
を
打
た
な
く
て
も

発
症
し
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
発
症
リ
ス
ク
は
抑
え
ら
れ
ま

す
。
さ
ら
に
、
私
た
ち
住
民
一
人
ひ

と
り
が
感
染
を
発
症
し
な
け
れ
ば
、

他
の
住
民
へ
の
感
染
リ
ス
ク
も
下
が

る
の
で
、
諸
事
情
で
ど
う
し
て
も
ワ

ク
チ
ン
を
打
て
な
い
住
民
の
皆
様
に

も
有
効
と
も
考
え
ま
す
。
も
っ
と
い

え
ば
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
り
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
た
際
の
重
症

化
リ
ス
ク
を
下
げ
る
と
い
う
報
告
も

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
特
に
集

団
で
ワ
ク
チ
ン
を
打
つ
こ
と
を
私
は

お
す
す
め
し
て
い
ま
す
が
、
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
問
い
合
わ

　
せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ
。

　
　
　
　
　

☎
６
２
︱
３
１
１
１

健

康

講

座

健

康

講

座

健

康

講

座

152

関
川
村
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信


地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
役
場
庁
舎
内
１
階
　
☎
６
４
︱
１
４
７
３

に
お
け
る
医
療
お
よ
び
ケ
ア
に

つ
い
て
は
、
医
師
等
の
医
療
従

事
者
か
ら
適
切
な
情
報
の
提
供

と
説
明
が
な
さ
れ
、
そ
れ
に
基

づ
い
て
患
者
が
医
療
従
事
者
と

話
し
合
い
を
行
い
、
患
者
本
人

に
よ
る
意
思
決
定
を
基
本
と
し

て
す
す
め
る
こ
と
を
原
則
と
し

て
い
ま
す
。
人
生
の
最
終
段
階

に
お
け
る
医
療
に
つ
い
て
、
家

族
と
話
し
合
っ
た
り
、
意
思
表

示
の
書
面
を
作
成
し
て
お
く
な

ど
、
自
分
が
ど
う
生
き
る
か
を

考
え
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

　
平
成
28
年
の
全
国
に
お
け
る

自
宅
死
の
割
合
は
13
％
に
対
し
、

関
川
村
は
8
・
7
％
で
し
た
。

ま
た
、
施
設
で
の
死
亡
割
合
が

6
・
9
％
に
対
し
、
村
で
は
3

・
8
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

在
宅
医
療
や
看
取
り
は
、
本
人

・
家
族
の
意
志
の
も
と
、
信
頼

で
き
る
医
師
や
訪
問
看
護
師
の

存
在
、
環
境
を
整
え
る
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
や
介
護
関
係
者
と
の

連
携
の
も
と
で
成
り
立
ち
ま
す
。

村
で
も
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分

ら
し
く
最
期
ま
で
暮
ら
せ
る
地

域
を
目
指
し
て
、
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
昭
和
25
年
に
自
宅
で
亡
く
な

る
方
は
82
・
5
％
で
し
た
が
、

医
療
法
や
各
種
制
度
の
変
遷
、

医
療
技
術
の
向
上
等
に
よ
り
、

平
成
12
年
に
は
13
・
9
％
に
減

少
し
ま
し
た
。
反
対
に
81
％
の

方
が
病
院
で
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。
日
本
は
、
国
際
的
に
み
て

も
病
院
で
亡
く
な
る
方
が
多
い

状
況
で
す
。

　
ま
た
、
全
国
的
に
み
る
と
、

高
齢
化
の
延
伸
に
よ
り
２
０
４

０
年
の
死
亡
数
は
1
6
0
0
万

人
を
超
え
、
平
成
27
年
よ
り
も

36
万
人
増
え
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
て
い
る
な
か
、
自
分
ら
し
く

生
き
る
た
め
に
、
人
生
の
最
終

段
階
に
お
け
る
医
療
及
び
ケ
ア

の
あ
り
方
や
方
針
決
定
を
ど
う

す
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
平
成
26

年
に
﹁
人
生
の
最
終
段
階
に
お

け
る
医
療
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂
を
提

示
し
ま
し
た
。
こ
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
で
は
、
人
生
の
最
終
段
階

在
宅
医
療
・
看
取
り
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10
月
28
日
、
関
川
小
学
校
６
年

生
児
童
が
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
と
し
て
、
渡
邉
邸
や
東
桂
苑
、

歴
史
と
み
ち
の
館
で
案
内
役
を
務

め
ま
し
た
。

　
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
は
、

自
分
が
住
ん
で
い
る
村
の
歴
史
や

文
化
を
学
び
、
村
を
訪
れ
た
観
光

客
に
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
毎
年
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
の
た
め
に
、
児
童
は
、

夏
休
み
か
ら
村
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

や
歴
史
の
勉
強
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
相
手
に
想
い
を
伝
え

る
た
め
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
身
に
つ
け
る

た
め
、
フ
リ
ー
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
の
伊

勢
み
ず
ほ
さ
ん
を

講
師
に
招
き
、
話

の
伝
え
方
な
ど
を

学
ん
で
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
渡
邉

邸
の
村
民
無
料
公

開
の
日
で
あ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
大

勢
の
観
光
客
が
訪

れ
、
小
学
生
ガ
イ

ド
が
案
内
役
と
し

て
大
活
躍
し
ま
し
た
。
ま
た
、
道

の
駅
周
辺
の
観
光
客
に
も
声
を
か

け
、
村
の
Ｐ
Ｒ
に
駆
け
回
り
ま
し

た
。

　
東
桂
苑
を
訪
れ
た
大
滝
カ
ナ
子

さ
ん
︵
村
上
市
︶
は
、﹁
は
じ
め
て

だ
っ
た
の
で
、
説
明
が
あ
っ
て
分

か
り
や
す
か
っ
た
。
建
物
に
も
こ

ど
も
た
ち
の
親
切
な
気
持
ち
に
も

感
動
し
た
﹂
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
案
内
を
し
た
冨
樫
香
那
さ
ん

︵
下
土
沢
︶
は
、﹁
館
長
さ
ん
の
よ

う
に
ス
ム
ー
ズ
な
説
明
は
出
来
な

か
っ
た
け
ど
、
笑
顔
で
案
内
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
喜
ん
で
も
ら
え

て
う
れ
し
か
っ
た
﹂
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

関川村の良さを伝える
　小学生ガイドが大活躍！

◀
伊
勢
み
ず
ほ
さ
ん
に
話
し
方
を

　
学
ぶ
児
童

高田〜沢〜女川 方面 ………

大島〜片貝〜大石 方面 ……………

毎週水曜日がお休みです。平日は、13時〜17時30分まで、土・日・祝は、９時〜17時まで開館しています。

「みんな生きている」
文・中川ひろたか　絵・きくちちき

「千夜と一夜の物語」
仁木　英之

　「僕僕先生」シリーズで人気の著者が贈る、
現代版アラビアン・ナイト。
　平凡なOLの千夜は帰宅途中に「魔王」を
名乗る男にさらわれる。そして、姉の一夜
が作った「おとぎ話」を語る千夜。妖しく
も姉妹の絆が切ないモダン・ホラーの傑作！

　特に、小学一年生で習う漢字80字は、ゆた
かな自然や、楽しい学校生活を感じられるも
のばかり。その80字をすべて使って中川ひろ
たか氏が書いた情景を、きくちちき氏がのび
のびと生き生きと絵で描ききりました。漢字
学習にぴったりの、感じる漢字絵本！

10（日）23（土）

17（日）

にじ色と、“汽車”のメロディーが目印です。

参加してくれたこどもたちにはかわいいシールをプレゼント！

16日は16日は おはなしのかいおはなしのかい
毎月第３土曜日です

ブルーベリーの皆さんが贈る、ステキなおはなし

の世界…。ろうそくを使っての演出が幻想的です。

家族みんなでの参加も大歓迎！無料です！

村民会館図書室

この本よんで！！ 今月の１冊

　　2017年もあっという間に終わりに近づいてきました。１年は早いですね。年末のお掃除やお正

　月の準備などに役に立つ本も揃っています。是非、図書室にお越しください！
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八

幡

陸

斗
さ
ん

︵
荒
川
高
校
２
年
・
八
ツ
口
︶

　ＪＡにいがた岩船のフォトコンテストで学生

部門最優秀賞を受賞した八幡陸斗さんに話を聞

きました。

−カメラとの出会いは？

　おじいちゃんがカメラ好きで、保育園の頃か

らおじいちゃんに教えてもらって写真を撮り始

めました。小さい頃は、電車が大好きで国鉄色

のディーゼル車を写真に撮るのが大好きでした。

高校でも写真部に所属しています。

−カメラの魅力は？

　カメラは古いものや新しいものによっても、

違った色合いを表現できたりするところにおも

しろさを感じます。最近は、デジカメとは違う

フィルムカメラのシャッター音が気に入ってい

ます。パソコンでの写真加工も楽しいです。

−将来の夢は？

　電気関係の仕事がしたいです。パソコンや家

の電気配線にも興味があるからです。カメラは

趣味で続けていきたいです。

−これからの関川村に望むことは？

　写真におさめたくなるきれいな景色の関川村

が大勢の観光客で賑やかになって欲しいです。

これから冬になりますが、スキー場が昔のよう

に大勢の観光客で賑やかになるとうれしいです。
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■
期
日
　
11
月
12
日

■
会
場
　
新
発
田
市
五
十
公
野
公

　
　
　
　
園
陸
上
競
技
場

■
成
績

―
小
学
生
女
子
３
・
４
年
生

　
　
　
　
　
　
　
２
０
０
０
ｍ
―

▽
第
１
位
　
岡
田
玲
那

　
　
　
　
　
　
︵
３
年
・
下
関
︶

　
　
　
　
　
記
録
７
分
32
秒
29

大
会
結
果

＊
敬
称
略

第
14
回

し
ば
た
フ
レ
ッ
シ
ュ

マ
ラ
ソ
ン
大
会

第
36
回

村
上
市
岩
船
郡

中
学
校
新
人

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　冬場の運動不足解消のため、「歩く‼健康教室」に

参加しませんか。写真は村民健康ウォーキングと合

同開催された11月13日の第１回健康教室の様子です。

歩き方やストレッチ指導などを受けられます。途中

参加を受け付けています。ウォーキングで心地よい

汗を流しましょう。

●と　　き　11月13日（月）〜３月５日（月）までの　

　　　　　　毎週月曜日（全14回シリーズ）

●と こ ろ　ふれあいど〜む

●対　　象　運動習慣を身につけたい方、またはし

　　　　　　っかり歩きたい方

●申込み先　村民会館　☎64−2134

歩く‼健康教室

訂
正
と
お
わ
び

　
先
月
号
の
大
会
結
果
に
掲
載
さ
れ

た
﹁
新
潟
県
小
学
生
陸
上
競
技
選
手

権
大
会
﹂
の
岡
田
玲
那
さ
ん
の
大
会

新
記
録
﹁
２
分
47
秒
37
﹂
は
、﹁
２
分

45
秒
37
﹂
の
誤
り
で
し
た
。
お
わ
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

参加申込み受付中

―
小
学
生
男
子
３
・
４
年
生

　
　
　
　
　
　
　
２
０
０
０
ｍ
―

▽
第
７
位
　
池
田
久
遠

　
　
　
　
　
　
︵
３
年
・
下
関
︶

　
　
　
　
記
録
　
８
分
26
秒
27

■
期
日
　
11
月
４
日

■
会
場
　
村
上
東
中
学
校

■
成
績

▽
第
１
位
　
関
川
中
学
校
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冬のぽかぽか具沢山みそ汁
　旬の根菜が盛りだくさんで体も心もぽかぽかに

なる一品です！

　具だくさんにすることで素材の旨味が活かされ、

薄味でもおいしくお召し上がりいただけます。

165

関川村食生活改善推進員 の皆さん

・大根　80g　・人参　40g　・里芋　80g

・ごぼう　40g　・えのきだけ　80g

・長ねぎ　40g　・しょうが　少々

・だし汁　700ml　・みそ　32g

① しょうがはすりおろす。大根、人参、里芋、ご

　 ぼうは小さめの乱切りにし、里芋は塩もみをし

　 て水で洗ってぬめりを取り、ごぼうは水につけ

　 てアクを取り、水気を切る。長ねぎは小口切り

　 にする。えのきだけは根元を落として食べやす

　 い大きさにほぐしておく。

② 分量の水にだしパックを入れだし汁を作る。鍋

　 にすりおろしたしょうが、大根、人参、里芋、

　 ごぼうを入れてやわらかくなるまで煮る。

③ ②の鍋にみそをだしで溶いて入れ、①の長ねぎ、

　 えのきだけを加え、２〜３分煮たらでき上がり。

初
雪
は
ひ
ね
も
す
降
り
て
真
白
な
り
　
　
　
　
　

渡
辺
千
恵
子

　
黄
色
い
花
の
ア
ス
パ
ラ
菜
食
む
　
　
　
　
　
　
　
　︵
上
関
︶

光
兎
の
社
を
包
む
朝
霧
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
屋
　
白
雲

　
深
き
こ
の
日
は
如
何
に
か
あ
ら
む
　
　
　
　
　
　
　︵
宮
前
︶

短

　

歌

ど
こ
か
ら
か
運
動
会
の
笛
の
音
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
　
久
恵

台
風
の
逃
れ
て
雨
の
音
高
し
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
　
久
恵

ふ
た
た
び
の
被
災
地
避
難
秋
出
水
　
　
　
　
　
　

伊
藤
　
久
恵

十
五
夜
の
月
堂
々
と
昇
り
初
む
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
　
久
恵

ロ
ー
カ
ル
線
色
づ
く
柿
の
美
し
く
　
　
　
　
　
　

伊
藤
　
久
恵

コ
ン
ビ
ニ
は
早
く
も
お
で
ん
レ
ジ
の
側
　
　
　
　

伊
藤
　
久
恵

関

川

俳

句

の

会

作

品

（４人分）

そ
ば
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◆
大
学
生
の
秋
と
い
え
ば

　
食
欲
の
秋
、
読
書
の
秋
、
学

祭
の
秋
！
と
い
う
こ
と
で
、
10

月
の
末
か
ら
11
月
に
か
け
て
、

Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
に
所
属
す
る
学
生

も
各
々
の
大
学
で
学
祭
を
楽
し

み
ま
し
た
。
学
祭
と
い
う
と
、

露
店
を
出
し
て
み
ん
な
で
ワ
イ

ワ
イ
盛
り
上
が
る
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
の
学
祭
は
一

味
違
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回

は
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
の
学
祭
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
各
大
学
で
行
わ
れ
た

も
の
が
２
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の

１
つ
が
、
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
の
団
体

紹
介
や
活
動
紹
介
の
展
示
で
す
。

学
生
が
夏
休
み
明
け
頃
か
ら
毎

日
の
よ
う
に
放
課
後
を
利
用
し

て
作
り
上
げ
た
力
作
で
、
沢
山

の
方
に
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
を
知
っ
て

も
ら
え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
多
い
大
学
で
は
、
１
０

０
０
人
以
上
も
の
来
場
者
が
足

を
運
ん
で
く
だ
さ
り
ま
し
た
。

 

そ
し
て
も
う
一
つ
各
大
学
で

行
わ
れ
た
も
の
が
、
露
店
で
す
。

露
店
で
は
、
ポ
テ
ト
や
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
な
ど
を
販
売
す
る
他
、

Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
の
活
動
先
の
ひ
と

つ
で
あ
る
、
宮
城
県
山
元
町
と

共
同
開
発
し
た
い
ち
ご
ク
ラ
ン

チ
を
販
売
し
、
そ
の
売
り
上
げ

を
震
災
復
興
の
た
め
に
全
額
寄

付
す
る
と
い
う
活
動
を
し
て
い

る
大
学
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
、
活
動
先
で
披

露
す
る
こ
と
の
あ
る
﹁
よ
さ
こ

い
﹂
を
踊
っ
た
り
、
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
た
り
と
、

各
大
学
で
多
い
に
盛
り
上
が
る

学
祭
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
学

祭
を
通
し
て
学
生
同
士
の
絆
も

さ
ら
に
深
ま
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
！

☆
今
月
の
せ
き
か
わ
っ
こ
☆

 ︿
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
﹀

◎
名
前
…
高
橋
果
歩

　
　
︵
同
志
社
大
学
３
年
︶

◎
出
身
地
…
広
島
県

◎
参
加
し
た
お
祭
り
…

　
　
大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り

　
　
大
石
ど
も
ん
こ
ま
つ
り

◎
関
川
村
に
ラ
ブ
レ
タ
ー

　
毎
年
関
川
村
に
帰
る
こ
と

が
で
き
て
本
当
に
幸
せ
で
す

☆
こ
の
冬
、
初
め
て
雪
ほ
た

る
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
う
の

で
、
全
力
で
楽
し
み
た
い
と

思
い
ま
す
！！

　
来
月
号
は
、
今
月
の
せ
き

か
わ
っ
こ
特
大
版
を
お
届
け

し
ま
す
！
い
っ
た
い
誰
が
登

場
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？
お

楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ

い
☆

国際ボランティア学生協会

IVUSA 通信

◀
東
洋
大
学
に
展
示
さ
れ
た
関
川

　
村
の
活
動
紹
介

１．と　　き　12月23日（土）９時30分〜13時

２．と こ ろ　村民会館調理室

３．講　　師　ヒナタノ食堂

４．参 加 費　2,000円（持ち帰り希望の方は、

　　　　　　　　　　　 追加で2,000円いただきます。）

５．持 ち 物　エプロン、三角巾、筆記用具

６．申込締切　12月20日（水）　定員16名

７．申 込 先　ヒナタノ食堂　齋藤 

　　　　　　　　　TEL 080−1214−6919
　　　　　　　　　meil：hinatanoshokudo@yahoo.co.jp

＊＊クリスマス料理教室開催＊＊
イタリアの伝統料理ラザニアを学びます。ご自宅分も作ってお持ち帰りいただけます。
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日本学校農業クラブ全国大会で最優

秀賞を受賞した鈴木海心さんおめでと

うございます。好きな本は農業鑑定書

で、時間があればいつでも読めるよう

に常にそばにおいているそうです。海

心さんは、村内の農業法人や農家の人

から農業を勉強させてもらったので、

将来は、村に恩返しをしたいと話して

いました。村の農業に明るい話題でし

た。（と）

広
報
せ
き
か
わ

平成29年10月末現在　（　）は前月対比

世 帯 数　　1,939世帯（−６）
総 人 口　　5,829 人（−21）
　 男 　　　2,797 人（−12）
　 女 　　　3,032 人（−９）

●10月16日〜11月15日までの届出●

転入　２人　　転出　17人

出生　２人　　死亡　８人（　　　　　　　　）

広報に載せてほしくない方は届出の際、窓口に
お申し出ください。

編集室から

人 の 動 き

　今月は、４月からスポ少で柔道を始めた安
部江梨茄さん（５年・下関）を紹介します！

キラリ
輝く☆せきかわっ子たちキラリ
輝く☆せきかわっ子たち vol.73

　お兄さんが柔道をやっていたので、なんとなくですが
始めました。まだ体力がなく、投げ込みの練習が辛いと
感じる時がありますが、それも楽しいと話す強い心の持
ち主。得意技は、相手を動かさないように押さえこむ寝
技。初めての大会にも出場し、勝つ喜びも感じてきた江
梨茄さんは、笑顔の素敵な照れ屋さんでした。

・いつも笑顔でニコニコ
・話がおもしろい
・握力が強い
・落ち着きすぎて、時間にルーズ

友達から見た江梨茄さんは？

　始めは遠慮がちでしたが、勝つ
ことが自信となり、積極的に練習
に取り組んでいます。目標に向か
って努力する姿を応援し続けたい
です。

指導者の小池由美子さん
（下関）から江梨茄さんへ

　パティシエになって、大好き
なケーキをたくさん作りたい。

将来の夢は？

男の子に勝てるように

なりたい！男の子に勝てるように

なりたい！

　人形遊びが大好きな明日香は、怖がりで泣き虫ですが、とっ

てもやさしい明日香です。

　来年は一年生！これからも、明日香らしくやさしい心をもっ

て育ってほしいです。

舩山辰美さん　章江さん（沼）

拓 人くん（13歳）

明日香ちゃん（５歳）

たく　 と

あ　す　か

しお　　 り

　 じょう

ごめい福をお祈りいたします

橋　文明　さん　　90歳　　湯　沢

橋ミツイ　さん　　89歳　　上土沢

余語　初男　さん　　81歳　　深　沢

橋　サキ　さん　　106歳　　蛇　喰

横山イシノ　さん　　102歳　　打　上

橋　トミ　さん　　91歳　　大　石

お誕生おめでとうございます

汐　里ちゃん（女）　湯　沢

　　　　　　須貝　秀仁・恵理子さん

　丈　ちゃん（男）　下　関

　　　　　　渡邉　宏希・春奈 さん

す え な が く お 幸 せ に
　小　沢　貴　文　さん　　小　見

（須　貝）朋　美　さん　　中　束　


